






































携校 5 校（小学校 3 校、中学校 2 校）のうち、3 校（小
学校 2 校、中学校 1 校）の事例を分析することとする。
   なお本稿では、プログラムに参加する小学校及び中
学校を便宜上 X 小学校、Y 小学校、Z 中学校とする。
またプログラム参加者の概要は次の表の通りである。
2.  小学校における訪問指導の実際
2. 1.  連携協力校の状況




で 2 名ずつ配置されており、両校とも一方は 2 年生を、
他方は 4 年生を担当している。




　X 小学校と Y 小学校は、和歌山市内にあり、どち
A教諭 X 小学校 2 年生担任 新卒
B教諭 X 小学校 4 年生担任 中学校講師経験あり
C教諭 Y 小学校 2 年生担任 講師経験あり
D教諭 Y 小学校 4 年生担任 新卒
E教諭 Z 中学校 3 年生担任（国語科） 講師経験あり












2. 2.  X 小学校における訪問スケジュール
   X 小学校には、大学院から通常 2 名の指導員が派遣
される。1 名は研究者教員であり、もう 1 名は校長経
験のある実務家教員である。
　まず、2 時間目に A 教諭の 2 年生の学級を、B 教諭、
拠点校指導教員、大学院教員 2 名の計 4 名で参観する。
その後、3 時間目には B 教諭の 4 年生の授業を、A 教諭、




























　通常、3 時間目にＤ教諭が担任する 4 年生の学級を
参観し、続く 4 時間目にＣ教諭が担任する 2 年生の学
級を参観する。Ｘ小学校同様、Ｙ小学校でも初任者の
2 名が互いの授業を参観できるよう時間割が工夫され





















おり、概ね 15 時 30 分にスタートし、17 時 00 分を目
途に終了する。
時限 初任者の動き 指導者の動き
2 限目 A 教諭の授業（B 教諭も参観） 授業参観














2. 4.  指導の内容とその成果






































































　例えば、4 月 18 日の国語「ふきのとう」（光村図書）

















3 限目 Ｄ教諭の授業（Ｃ教諭も参観） 授業参観
















































　さらに、A 教諭の授業を省察的に見る視点は 2 学
期以降、非常に成長しており、自身の授業への振り返
りだけでなく、B 教諭の授業に対するコメントや提案
































図 2　4 月 18 日の板書（ふきのとう）
図 3　5 月 16 日の板書（たんぽぽのちえ）






























































































国語 6 回 6 回



















































































3. 1.  連携協力校の状況
　Z 中学校は、和歌山市の北部に位置する学校で、校
区には近年ニュータウンとして開発されてきた地域を





　Z 中学校に配属された 2 名の初任者は、表 1 にある
ようにすでに講師経験を積んでいる。しかし、経験内
容が違うことから、初任者としての授業レベルも当初





のスタートと言っても過言ではない。E 教諭は 3 年生











3. 2.  Z 中学校における訪問スケジュール








　訪問スケジュールについては、まず 2 時間目に F






















グラム開始早々は E 教諭と F 教諭の授業スキルに差
があったこともあり、個別指導の方が効率が良いと判
断したためである。










































2 限目 F 教諭の授業 授業参観
3 限目 通常授業実施 拠点校指導教員との懇談
4 限目 E 教諭の授業 授業参観
5 限目 通常授業実施 カンファレンス準備












る。5 月当初の授業後の板書が図 6 である。














































































4. 1.  具体的な授業技術の向上
　本報告での X 小学校、Y 小学校、Z 中学校のいず
れの連携校の初任者でも、板書、学習規律、教材研究
といった授業づくりの技術面で、初任者の力量向上が


















4. 2.  訪問指導による同僚性の構築
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